
                                                                                   
  

 

 

 

 

平成１７年基準  消費者物価指数（大津市） 

平成１８年度（２００６年度）平均 

 

■平成１８年７月分の公表より「平成１７年基準指数」に改定されましたので、 

平成１８年度（２００６年度）平均についても、新基準での公表となっています。 

 

●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○ 

概況 
 大津市の平成１８年度平均の消費者物価指数は、平成１７年度を１００とした総合指数で

１００.４となり、前年度と比べると０.４％上昇しました。 

  生鮮食品を除く総合指数も１００.２となり、前年と比べると０.２％上昇しました。 
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 近年の総合指数の動き  

  近年の消費者物価の動向をつかむため、ここ数年の総合指数の対前年度上昇率をみてみると、

平成１３年度は、住居や食料が値下がりしたことなどにより１.４％下落しました。平成１４年度

は、住居や教養娯楽が値下がりしたことなどにより１.０％下落し、生鮮食品を除く総合指数につ

いても１.３％下落しました。この時期は、対前年度比較が可能な昭和４６年度以降初めて総合指

数が４年度連続下落し、生鮮食品を除く総合指数についても、３年度連続下落となりました。 

その後、平成１５年度には一転して、家賃の値上がりなどにより、総合指数は１.０％、生鮮食

品を除く総合指数は０.６％と、それぞれ上昇しました。しかし、平成１６年度に家具・家事用品

が値下がりしたことなどにより、再び下落に転じ、総合指数は０.３％の下落（生鮮食品を除く総

合指数は変動なし）となりました。平成１７年度は、交通・通信、被服および履物などが値上が

りしたことにより、総合指数については０.１％上昇し、生鮮食品を除く総合指数についても

０.１％上昇しました。 

平成１８年度は、食料や光熱・水道などが値上がりしたことにより、総合指数については、   ０.

４％上昇し、生鮮食品を除く総合指数については０.２％上昇しました。 
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生鮮食品を除く総合指数
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 費目別指数の主な動き  

◆ 食料 

食料は１００.８で、外食が２.２％、生鮮魚介が６.９％上昇したことなどにより、前年度平均

に比べて０.９％上昇しました。 

◆ 住居 

住居は１００.３で、設備修繕・維持が１.４％上昇したことなどにより、前年度平均に比べて 

０.２％上昇しました。 



◆ 光熱・水道 

光熱・水道は１０１.９で、ガス代が５.４％上昇したことなどにより、前年度平均に比べて 

１.７％上昇しました。 

◆ 家具・家事用品 

家具・家事用品は９８.４で、家庭用耐久財が３.２％下落したことなどにより、前年度平均に

比べて１.０％下落しました。 

◆ 被服および履物 

被服および履物は９９.７で、シャツ・セーター類が４.３％下落したことなどにより、前年度

平均に比べて０.３％下落しました。 

◆ 保健医療 

保健医療は９９.６で、保健医療サービスが０.５％下落したことなどにより、前年度平均に比

べて０.４％下落しました。 

◆ 交通・通信 

交通・通信は１００.７で、自動車等関係費が１.９％上昇したことなどにより、前年度平均に

比べて０.５％上昇しました。 

◆ 教育 

教育は１０１.６で、授業料等が１.３％上昇したことなどにより、前年度平均に比べて１.２％

上昇しました。 

◆ 教養娯楽 

教養娯楽は９８.３で、教養娯楽用耐久財が１４.５％下落したことなどにより、前年度平均に

比べて１.１％下落しました。 

◆ 諸雑費 

諸雑費は１００.９で、たばこが６.８％上昇したことなどにより、前年度平均に比べて０.６％

上昇しました。 
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この資料は総務省統計局が作成、公表している全国の消費者物価指数のうち、大津市の消費者物価指数について

まとめたものである。 

 


